
保護観察所の仕事 

法務省発、ちょっと耳よりな情報です。 

矯正施設の医師募集 

期間:随時 

場所:全国の矯正施設 

詳しくは、下記法務省のホームページをご覧ください。 

http://www.moj.go.jp/KYOUSEI/kyouse14.html 
 
不法就労外国人対策キャンペーン 

期間：平成16年6月1日～同年6月30日 

概要：「ルールを守って国際化」を合言葉に、ポスター、リーフレット

等を作成し、啓発活動を行います。 

 

鑑定医に対する法務大臣感謝状の贈呈 

概要：平成16年2月10日、多年にわたり鑑定医として検察事務に対

する協力と刑事司法の適正な運用に貢献された鑑定医9名

に対し、法務大臣感謝状及び記念品が贈呈されました。 

 

第46回全国矯正展 

期間:6月4日（金）10:00～16:30、   

　　　6月5日（土）9:30～16:00 

場所:千代田区北の丸公園内科学技術館 

概要:矯正施設に関する紹介 

　　 刑務所作業製品の展示など 

 

平成16年度刑務官採用試験（予定） 
期　日 

平成16年7月20日（火） 
～平成16年8月3日（火） 

平成16年9月19日（日） 
合格発表:平成16年10月8日（金） 
 

平成16年10月15日（金） 
　　　　 10月16日（土） 

平成16年11月11日（木） 
 
 
 

受付期間 

第1次試験 

第2次試験 

最終合格者発表 

平成16年度入国警備官採用試験（予定） 

平成16年7月20日（火） 
～平成16年8月3日（火） 

平成16年9月26日（日） 
合格発表:平成16年10月13日（水） 
 

平成16年10月20日（水） 
　　　　　10月21日（木） 

平成16年11月11日（木） 
 
 
 

受付期間 

第1次試験 

第2次試験 

最終合格者発表 

※第1次試験は全国13試験地、第2次試験は全国9試験地で実施 
 
 

平成16年度 
司法試験第二次試験短答式試験 

期日:平成16年5月9日（日） 

場所:東京都・横浜市、京都・吹田市、名古屋市、金沢市、岡山市、福岡市、宜野湾市、

仙台市、札幌市及び高松市 

概要:憲法、民法及び刑法について、択一の方式（マークシート方式）で実施されます。

現在、試験時間は3時間30分、60問の出題がなされています。 

 

平成15年度人権に関する 
国家公務員等研修会（後期）が開催されました。 

概要:2月12日、東京都千代田区のイイノホールにおいて、人権擁護局主催による「人

権に関する国家公務員等研修会」が開催されました。 

　　　本研修会では、横浜市立戸塚高校の水谷修教諭による「青少年非行と薬物

乱用の現状～非行少年、薬物乱用少年の人権擁護の観点から～」と題した講

演と、人権啓発映画｢えせ同和行為を排除するために」の上映が行われました。 

　　　講師の水谷教諭は、子どもたちの非行防止と薬物乱用防止のため、授業が終

わると夜の町に出向いて繁華街をパトロールし、子どもたちに声をかけて回っ

ておられます。また、薬物問題の専門家としても知られ、子どもたちを取り巻く

厳しい環境や薬物乱用の実態とその抑止などについて、全国で講演活動をさ

れており、研修では、ご自身の実践と経験に基づいた迫力のあるお話をいただ

きました。 

　　 当日の会場は約560名の出席で、盛況のもとに終了しました。 

期　日 

協力雇用主 
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●この印刷物は再生紙と大豆インキを利用しています。 

こ
こ
で
は
、
保
護
観
察
所
の
仕
事
と
 

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
 

保
護
観
察
所
の
仕
事
 

保
護
観
察
所
は
 

更
生
を
助
け
る
 

仕
事
を
し
て
い
ま
す
 

   　
保
護
観
察
は
、
心
理
学
、
教
育
学
、

社
会
学
、
法
律
学
な
ど
の
専
門
知

識
を
持
ち
、
処
遇
の
専
門
官
で
あ

る
保
護
観
察
官
（
国
家
公
務
員
）
と
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
「
保

護
司
」
が
連
携
し
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。
 

    　
更
生
保
護
施
設
と
は
、
法
務
大

臣
の
認
可
を
受
け
て
更
生
保
護
事

業
を
営
む
更
生
保
護
法
人
が
運
営

し
て
い
る
施
設
で
す
。
保
護
観
察

を
受
け
て
い
る
人
な
ど
を
宿
泊
さ

せ
保
護
し
て
、
生
活
指
導
や
職
業

補
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

   　
保
護
観
察
と
は
、
裁

判
所
で
保
護
観
察
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
人

た
ち
や
、
刑
務
所
・
少

年
院
か
ら
仮
釈
放
を
許

さ
れ
た
人
た
ち
に
対
し
て
、

生
活
の
目
標
・
指
針
を

定
め
て
そ
れ
を
守
る
よ

う
指
導
す
る
と
と
も
に
、

就
職
の
援
助
や
宿
泊
所

の
提
供
な
ど
必
要
な
支

援
を
行
い
、
更
生
を
助

け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
 

 

    　
保
護
観
察
所
の
仕
事
は
、
保
護

司
な
ど
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
て
み
た
い
な
ど
、

興
味
の
あ
る
方
は
最
寄
り
の
保
護

観
察
所
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 
　
女
性
の
立
場
か
ら
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

 更
生
保
護
女
性
会
 

 

    　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
築

く
た
め
に
は
、
犯
罪
の
取
締
り
を

強
化
し
た
り
、
罪
を
犯
し
た
人
を

処
罰
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
犯
罪

や
非
行
を
し
た
人
が
罪
を
償
い
、

二
度
と
過
ち
を
犯
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
、
ま
た
犯
罪
が
発
生
し

な
い
よ
う
な
地
域
社
会
を
築
く
こ

と
も
重
要
で
す
。
 

　
保
護
観
察
所
で
は
、
犯
罪
や
非

行
を
し
た
人
が
通
常
の
社
会
生
活

を
送
り
な
が
ら
健
全
な
社
会
の
一

員
と
し
て
立
ち
直
る
よ
う
指
導
・

支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
”社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
“の
実
施
（
第
3

面
参
照
）
な
ど
に
よ
り
、
犯
罪
・

非
行
の
発
生
を
予
防
す
る
仕
事
も

し
て
い
ま
す
。
 

   　
「
保
護
司
」
と
い
う
言
葉
を
お

聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は

多
い
と
思
い
ま
す
。
保
護
司
は
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
、
地
域
の
実
情
や
習

慣
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
と
い
う

特
性
を
生
か
し
、
保
護
観
察
官
と

一
緒
に
な

っ
て
保
護

観
察
を
行

う
ほ
か
、

犯
罪
や
非

行
防
止
の

た
め
の
啓

発
活
動
な

ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

 

　最近、身に覚えのないことで金銭の支払いを求めるはがきやメールを

送り付けられる人が多くなっています。これらの請求書の中には、実際

に許可を受けた債権回収会社であるかのように偽造したり、公的機関に

似た名称の団体や弁護士の名前で法的手続をちらつかせるケースもあり

ます。法務省のホームページ上では、「債権管理回収業の許可会社一覧」

や「身に覚えのない請求への対処の仕方」等を掲載していますので参考

にしていただき、被害を受けることのないように注意してください。 

更
生
保
護
施
設
は
、
地
域
 

に
お
け
る
犯
罪
者
処
遇
の
 

専
門
施
設
で
す
 

 

保
護
観
察
所
は
、
 

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
 

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
 

 

保
護
観
察
は
、
官
民
が
 

協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
 

 

保
護
司
は
全
国
に
 

約
５
万
人
い
ま
す
 

保
護
観
察
所
の
仕
事
の
 

中
心
は
保
護
観
察
で
す
 

 

　
少
年
た
ち
と
同
じ
目
の
高
さ
で
、
「
と

も
だ
ち
」
と
し
て
接
し
な
が
ら
、
そ
の

健
全
な
成
長
を
手
助
け
す
る
青
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
 

 　
犯
罪
や
非
行
歴
の
あ
る
人
た
ち
を
、

そ
の
前
歴
に
こ
だ
わ
ら
ず
積
極
的
に
雇

用
し
、
そ
の
更
生
に
協
力
し
て
い
る
人

た
ち
で
す
。
 

協
力
雇
用
主
 

 

●保護観察の仕組み 

地域住民の理解と協力 

警察署 

（犯罪者） 

仮出獄許可 仮退院許可 

（非行少年） 

保
護
観
察
付
執
行
猶
予 

仮
出
獄 

仮
出
獄
申
請 

仮
退
院
申
請 

仮
退
院 

保
護
観
察
処
分 

検察庁 

保護観察所 
犯罪や非行をした人が 
通常の社会生活をしながら 
更生に努めるのを指導、 
援助しています。 

裁判所 
家庭 
裁判所 

刑務所 

進路指導 職業援助 

家庭訪問 相談助言 

少年院 地方更生 
保護委員会 

●保護司による面接場面 ●更生保護施設　草牟田寮 

「架空の債権」を請求する 
 悪質な業者に御注意ください。 

更生保護施設 

更生保護女性会 
 

BBS会 

保護司 保護観察官 

保護観察所 

　法務大臣の野沢太三です。最近、小学生や中学生の皆さんにも法務省を

もっと知ってもらえるように『キッズルーム』を作りました。 

　この『キッズルーム』を通じて、皆さんが法務省のことを身近に感じてく

れたら大変うれしく思います。ぜひ、いろんなぺージを見てください。 

 

　この数字は、最近行われたNHKの世論調査（2月6日から

3日間、1,800人中1,002人回答）の結果です。以前に比

べて、裁判員制度について知っている方がかなり増えてきた

ように思いますが、ご存じない方もまだまだ多いようですね。 

　「あかれんが」では、次号から、裁判員制度に関する記事の連載を開始します。裁判

員制度について皆さんが知りたいこと、疑問に思っていることなどにすべてお答えで

きるよう、分かりやすく親しみやすい記事をお届けしますので、どうぞご期待ください。 

 

　裁判員制度とは、国民の皆さんが、裁判員として、重大な刑事事件の裁判において、

裁判官と一緒に、有罪・無罪や刑の種類や重さを決めるというものです。 

　政府は、現在進めている司法制度改革の中で、裁判員制度の導入について検討し、

3月2日、国会に法律案を提出しました。現在、国会で、その審議が進んでいます。

この法律が成立しますと、数年間の準備期間の後に裁判員制度が始まります。国民

の皆さんが法廷に裁判員として参加する日も決して先のことではありません。 

知っている 
 

知らない 
 

その他（3％） 

55%42%

今、刑務所が大きく変わろうとしています。 
そのきっかけの一つが 
昨年末に出された「行刑改革会議」からの提言です。 
この提言とはどんなものかを紹介します。 

法務省だより 法務省大臣官房  
秘書課広報室 

●法務省の詳しい情報は下記のホームページをご覧ください。 

■4月号目次 
［2面］新しい「人権侵犯事件調査処理規程」が制定されました。 
［3面］第54回“社会を明るくする運動”が始まります。 
　　　作文コンテスト法務大臣賞表彰式 
　　　“社会を明るくする運動”の記念碑建立 
［4面］保護観察所の仕事とネットワークを紹介します。 

受
刑
者
の
人
権
を
尊
重
 

法
改
正
と
刑
務
所
の
増
設
 

職
員
を
増
員
し
て
受
刑
者
の
 

特
性
に
応
じ
た
処
遇
を
 

視
察
委
員
会
の
設
置
 

コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
も
 

改
革
は
必
要
 

　
以
前
、
こ
の
「
あ
か
れ
ん
が
」

に
お
い
て
、
有
識
者
か
ら
な
る
行

刑
改
革
会
議
が
、
刑
務
所
の
運
営

に
関
す
る
様
々
な
問
題
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
こ
の
行
刑
改
革
会

議
か
ら
、
昨
年
12
月
22
日
、
法
務

大
臣
に
対
し
て
、
検
討
の
結
果
を

取
り
ま
と
め
た
「
行
刑
改
革
会
議

提
言
〜
国
民
に
理
解
さ
れ
、
支
え

ら
れ
る
刑
務
所
へ
〜
」
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
提
言
に
つ
い
て
は
、
法
務

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
御
覧
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、

簡
単
に
、
こ
の
提
言
の
言
わ
ん
と

す
る
と
こ
ろ
を
説
明

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
刑
務
所
を

運
営
す
る
本
来
の
目

的
は
、
受
刑
者
に
心

か
ら
罪
を
悔
い
改
め

さ
せ
、
健
全
な
社
会

人
と
し
て
復
帰
さ
せ

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
提
言
で
は
、
こ

の
目
的
を
実
現
す
る

に
は
、
受
刑
者
が
、
人
間
と
し
て

の
誇
り
や
自
信
を
取
り
戻
し
、
自

発
的
に
改
善
更
生
の
意
欲
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
受
刑
者
の

処
遇
に
お
い
て
受
刑
者
の
人
間
性

が
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
具
体
的
な
事
柄
に
つ
い
て
い
く
つ

か
お
話
し
し
ま
す
と
、
現
在
の
刑
務

所
運
営
の
基
礎
で
あ
る
監
獄
法
は
、

百
年
近
く
前
に
制
定
さ
れ
、
実
質
的

な
改
正
が
な
さ
れ
ず
に
き
た
も
の
で

あ
り
、
読
み
づ
ら
い
上
に
、
現
代
の

法
律
な
ら
ば
必
ず
明
ら
か
に
し
て
お

く
べ
き
こ
と
、
つ
ま
り
、
受
刑
者
に

は
ど
の
よ
う
な
権
利
が
あ
り
、
義
務

が
あ
る
の
か
、
職
員
に
は
ど
の
よ
う

な
権
限
が
あ
る
の
か
な
ど
が
明
確
に

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ

の
提
言
で
は
、
受

刑
者
の
権
利
義
務

と
職
員
の
権
限
に

つ
い
て
、
法
律
上

明
確
に
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
現
在
の

刑
務
所
に
お
い
て

は
、
働
く
義
務
の

あ
る
受
刑
者
に
つ

い
て
は
、
働
か
せ
る
こ
と
を
中
心

と
し
た
処
遇
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
提
言
で
は
、
た
だ
働
か
せ
る

だ
け
で
は
刑
務
所
を
運
営
す
る
目

的
を
達
成
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
労
働

の
時
間
を
短
縮
し
、
そ
の
分
の
時

間
を
、教
育
的
な
指
導
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
や
生
活
指
導
等
に
充
て
る

べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
こ
こ
数
年
の
間
に
受

刑
者
の
数
が
急
増
し
た
た
め
、
刑

務
所
は
、
定
員
よ
り
も
多
く
の
受

刑
者
を
収
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
態
で
は
、
先
ほ
ど
お
話

し
し
た
よ
う
な
、
受
刑
者
の
た
め

の
適
切
な
処
遇
を
行
う
こ
と
に
も

支
障
を
来
た
し
か
ね
ま
せ
ん
。
こ

の
提
言
は
、
こ
う
し
た
状
態
を
改

善
す
る
た
め
に
刑
務
所
等
の
施
設

を
増
や
す
こ
と
も
求
め
て
い
ま
す
。
 

  　
次
に
、
刑
務
所
の
職
員
の
側
か

ら
見
ま
す
と
、
受
刑
者
の
著
し
い

増
加
に
伴
っ
て
職
員
の
勤
務
が
過

重
に
な
り
、
月
に
8
日
の
休
み
も

満
足
に
取
れ
な
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
職
員
が
忙
し
す
ぎ
る
と
、

受
刑
者
の
処
遇
に
も
支
障
を
来
し

か
ね
な
い
の
で
、
こ
の
提
言
は
、

職
員
の
数
を
増
や
す
べ
き
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
刑
務
所
で
は
、

す
べ
て
の
受
刑
者
を
同
じ
よ
う
に

取
り
扱
お
う
と
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
提
言
は
、
こ
う
し
た
考
え
を

重
視
す
る
あ
ま
り
職
員
の
負
担
が

増
え
て
い
る
と
し
て
、
受
刑
者
を

皆
同
じ
よ
う
に
扱
う
の
で
は
な
く
、

受
刑
者
の
特
性
に
応
じ
て
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
 

   　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
提
言
は
、

受
刑
者
と
職
員
双
方
の
視
点
か
ら

の
改
革
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
の
改

革
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
と
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た

受
刑
者
と
職
員
の
た
め
の
改
革
を

実
現
す
る
に
は
、
国
民
の
皆
様
に
、

刑
務
所
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ

て
い
る
の
か
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、

支
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
、

こ
の
提
言
は
、
刑
務
所
ご
と
に
、

地
域
住
民
の
方
々
か
ら
な
る
刑
事

施
設
視
察
委
員
会
（
仮
称
）
を
設

け
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
委
員
会

の
委
員
の
方
々
に
は
、
刑
務
所
の

内
部
を
見
て
い
た
だ
き
、
刑
務
所

長
に
対
し
、
刑
務
所
の
運
営
に
関

す
る
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
様
々
な
諸
改
革
を
実

現
す
る
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま

す
し
、
ま
た
国
民
の
皆
さ
ん
に
御

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
提
言
は
、

こ
の
よ
う
な
改
革
を
全
体
と
し
て

実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
刑
者
が
、

真
の
意
味
で
改
善
更
生
し
、
社
会

に
復
帰
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
、

そ
う
な
れ
ば
最
終
的
に
は
皆
さ
ん

の
利
益
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
、
こ
う
し
た
こ
と
を
最

終
的
な
目
標
と
し
て
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
最
後
に
、
こ
の
提
言
は
、
こ
う

し
た
諸
改
革
を
実
施
す
る
た
め
の

具
体
的
な
手
順
に
つ
い
て
、
古
く

な
っ
た
監
獄
法
を
改
正
す
る
と
と

も
に
、
法
改
正
を
ま
た
ず
に
実
施

で
き
る
事
柄
に
つ
い
て
は
速
や
か

に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
数
年
の
間
は
、

こ
れ
ま
で
、
刑
務
所
で
は
当
然
の

こ
と
と
さ
れ
て
き
た
様
々
な
事
柄
を
、

新
し
い
目
で
一
つ
一
つ
見
直
し
て

い
く
作
業
が
色
々
と
必
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
容
易
な
こ
と
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
国
民

の
皆
様
に
御
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
一
歩
一
歩
歩
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

  



 新しい「人権侵犯事件調査処理規程」が制定されました 
 

司法試験ってどんな試験ですか?

新しい司法試験が始まるって 
聞いたけど、どうなるの？ 

平成18年から行われる新しい司法試験では、法科大学
院で専門的な教育を受けて卒業した人に受験資格が与
えられます。  

法科大学院の教育内容を踏まえた試験内容に変わるほか、5年
間に3回までの受験回数制限があります。 
 

法科大学院に行かないと 
法曹になれないの？  

現行の司法試験は平成22年（口述試験は平成23年）
まで行われ、平成23年から法科大学院を経由しない人
を対象にした予備試験が始まります。予備試験に合格す

れば、新しい司法試験を受験することができます。 

？？今回の質問は？？ 

「司法試験」 
 について 

 

 

法曹（裁判官や検察官や弁護士）になろうとする人に必要
な学識やその応用能力があるかを判定する国家試験です。
第一次試験と第二次試験に分かれていて、第一次試験は

年齢や学歴に関係なくだれでも受験できる一般教養の試験です。
第二次試験は短答式・論文式・口述の3つ
の段階に分かれている法律の試験です。 
平成15年度の第二次試験は約4万5千人
が受験し、合格者は1170人で、合格率
は2.58％でした。 
 

 

第54回 社会を明るくする運動 が始まります!

全
国
の
人
権
相
談
所 

　
皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
を
営
ん

で
い
く
上
で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
り
、
あ

る
い
は
、
法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
よ
く
分
か
ら
な
く
て
困
っ
た
り

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
そ
の
よ
う
な
場
合
に
気
軽
に
相
談

で
き
る
場
所
と
し
て
、
全
国
に
あ
る

法
務
局
・
地
方
法
務
局
が
開
設
し
て

い
る
人
権
相
談
所
が
あ
り
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
難
し
い
手
続
は
何

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談
に

つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

女
性
の
人
権
・
子
ど
も
の
人
権 

　
ま
た
、
全
国
の
法
務
局
・
地
方

法
務
局
に
は
、
女
性
の
人
権
問
題

専
門
の
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
専

門
の
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
開
設
さ
れ
て
お
り
、

人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
が

電
話
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

外
国
人
の
人
権 

　
さ
ら
に
、
日
本
語
を
自
由
に
話

せ
な
い
外
国
人
の
た
め
に
、
東
京
、

大
阪
、
神
戸
、
名
古
屋
、
広
島
、

福
岡
、
高
松
、
松
山
の
各
法
務
局
・

地
方
法
務
局
に
、
英
語
や
中
国
語

等
の
通
訳
が
い
る
「
外
国
人
の
た

め
の
人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
て

い
る
ほ
か
、
他
の
法
務
局
・
地
方

法
務
局
に
お
い
て
も
、
人
権
週
間

の
期
間
中
な
ど
に
、
外
国
人
の
た

め
の
特
設
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。 

 

 

人
権
侵
犯
事
件 

調
査
処
理
規
程
と
は 

 
新
し
い
規
程
に 

な
る
と
？ 

 

人
権
相
談
を 

お
受
け
し
ま
す
！ 

 

人権相談所の開設場所や各種相談電話の番号に
ついては、法務省ホームページの「相談窓口など」
に掲載されています。 

法務省ホームページ 

法務局ホームページ 

法務省ホームページ 

法務局ホームページ 

httpttp://wwwwww.mojoj.go.jp

httpttp://houmukyoku.m/houmukyoku.mojoj.go.jp/ jp/ 
homu/static/homu/static/

http://www.moj.go.jp

http://houmukyoku.moj.go.jp/ 
homu/static/

　
人
権
侵
犯
事
件
が
起
き
る
と
法

務
局
や
地
方
法
務
局
が
調
査
を
し

て
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
調
査
や
処
理
の
仕
方
の
ル
ー

ル
を
定
め
た
法
務
大
臣
の
命
令
（
大

臣
訓
令
）
が
「
人
権
侵
犯
事
件
調

査
処
理
規
程
」
で
す
。 

　
最
近
は
、
人
権
侵
犯
事
件
が
増

加
し
て
き
て
お
り
、
我
が
国
の
Ｉ

Ｔ
社
会
化
が
進
む
中
で
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
新
し
い
種

類
の
人
権
侵
害
も
目
立
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
権
侵
犯
を
受

け
た
被
害
者
の
方
か
ら
、
法
務
局

な
ど
が
行
う
調
査
や
処
理
の
手
続

に
対
し
て
様
々
な
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
考
慮
し
て
、
法
務
省
で
は
こ
の
度
、

従
来
の
規
程
を
大
幅
に
見
直
し
て
、

20
年
ぶ
り
に
新
し
い「
人
権
侵
犯
事

件
調
査
処
理
規
程
」を
作
り
ま
し
た
。 

    

　
新
し
い
規
程
は
、
被
害
者
本
位

の
立
場
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
新
規
程
の
下
で
、
法
務
省
の
人

権
擁
護
機
関
で
は
、
次
の
よ
う
な

対
応
に
努
め

る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

①
被
害
の
申

告
が
あ
れ
ば
、

基
本
的
に
速

や
か
に
受
理

し
て
迅
速
に

対
応
し
ま
す
。 

②
被
害
の
予

防
と
回
復
の

た
め
に
法
律

的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る

「
援
助
」
、

当
事
者
間
の

話
合
い
を
仲

介
す
る
「
調

整
」
、
加
害

者
に
対
す
る

厳
し
い
措
置

で
あ
る
「
告
発
」
・
「
勧
告
」
な
ど
、

７
種
類
の
救
済
措
置
を
迅
速
・
柔

軟
に
適
用
し
ま
す
。 

③
救
済
手
続
の
終
了
後
は
、
被
害

者
に
処
理
結
果
を
通
知
す
る
と
と

も
に
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
も
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
以
上
の
ほ
か
に
、
被
害

の
申
告
に
便
利
な
「
人
権
侵
犯
被

害
申
告
シ
ー
ト
」
を
作
り
、
法
務

局
や
地
方
法
務
局
の
窓
口
に
置
く

こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
御
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
こ
の
シ
ー
ト
は
、

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
法
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
自
宅
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
て
使
え
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

「
お
は
よ
う
そ
し
て
あ
り
が
と
う
」 

　
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し

た
少
年
が
本
当
に
更
生
す
る
に
は
、

本
人
の
意
欲
だ
け
で
な
く
、
彼

ら
を
取
り

巻
く
人
々

の
理
解
と

協
力
が
不

可
欠
で
す
。

特
に
、
罪

や
非
行
を

し
た
人
を

罰
す
る
だ

け
で
な
く
、

立
ち
直
ろ

う
と
す
る
人
の
意
欲
を
周
囲
が

温
か
く
受
け
止
め
、
そ
の
立
ち

直
り
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
今
年
の
広
報
ビ
デ

オ
で
は
、
更
生
の
意
欲
は
あ
り

な
が
ら
も
う
一
歩
の
と
こ
ろ
で

き
っ
か
け
が
つ
か
め
ず
に
い
る

一
人
の
少
女
が
、
周
囲
の
人
に

支
え
ら
れ
、
や
が
て
そ
の
温
か

さ
に
気
が
付
き
、
様
々
な
人
と

の
出
会
い
か
ら
粘
り
強
く
自
分

の
生
き
方
を
見
出
し
て
い
く
姿

を
描
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

心
な
い
人
の
言
動
が
本
人
の
更

生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
、
周
囲
の
人

が
偏
見
を
持
た
ず
に
か
か
わ
る

こ
と
が
更
生
に
大
き
な
力
を
与
え
、

本
人
の
努
力
を
支
え
る
、
と
い

う
こ
と
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
彼
ら
が
更
生
し
よ
う
と

す
る
と
き
、
地
域
社
会
に
お
い

て
私
た
ち
一
人
一
人
は
ど
う
行

動
す
べ
き
か
。
こ
の
ビ
デ
オ
が
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

   

不
破
万
作 

（
保
護
司
・
野
上
健
一
郎
） 

小
澤
麻
里
耶 

（
保
護
観
察
少
年
・
三
原
早
苗
） 

 

　
１
月
26
日
、
東
京
・
銀
座

に
あ
る
数
寄
屋
橋
公
園
に
”社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
“の
記

念
碑
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和

24
年
、
戦
後
の
混
乱
し
た
中
、

町
に
あ
ふ
れ
た
子
供
た
ち
の

将
来
を
危
惧
し
て
い
た
銀
座

の
商
店
街
の
人
た
ち
が｢

銀
座

フ
ェ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

現
在
の
”社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
“へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。
こ
の
度
、
東
京

の
中
央
区
保
護
司
会
が
創
立

50
周
年
、
中
央
区
更
生
保
護

女
性
会
が
創
立
30
周
年
を
迎

え
た
記
念
と
し
て
、
同
運
動

発
祥
の
地
で
あ
る
銀
座
の
公

園
に
記
念
碑
を
建
て
る
こ
と

と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

第
53
回
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

回
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 

法
務
大
臣
賞
表
彰
式

法
務
大
臣
賞
表
彰
式 
第
53
回
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 

法
務
大
臣
賞
表
彰
式 

前
回
お
伝
え
で
き
な
か
っ
た
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
式
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

　
１
月
６
日
、
第
53
回
”社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
“
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
で
応
募
作
品
の
中

か
ら
見
事
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
小
中
学
生
に
対
し
て
法
務

大
臣
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

日
常
生
活
や
学
校
生
活
な
ど

で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、

犯
罪
や
非
行
に
つ
い
て
感
じ

た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
作

文
に
書
く
こ
と
で
、
小
中
学

生
に
も
本
運
動
を
理
解
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、

11
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

回
は
全
国
か
ら
小
学
生
の
部

に
2
万
7
9
3
7
点
、
中
学

生
の
部
に
7
万
3
9
5
6
点

の
合
わ
せ
て
10
万
1
8
9
3

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
御
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を 

つ
く
る
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
の 

御
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

!

広
報
ポ
ス
タ
ー 

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“の
記
念
碑
が
で
き
ま
し
た 

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“の
記
念
碑
が
で
き
ま
し
た 

街
頭
広
報
活
動
と 

ビ
デ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

東
京
芸
術
大
学
に
お
け
る 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

●広報ポスター 

●表彰式にて 
 

　
第
54
回
”社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
“の
ポ
ス
タ
ー
が
決
ま

り
ま
し
た
。
今
年
の
ポ
ス
タ
ー

に
は
漫
画
家
水
木
し
げ
る
氏
の

代
表
作
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー<

目
玉
お
や

じ>

が
登
場
し
ま
す
。
主
人
公
・

鬼
太
郎
の
父
親
で
あ
る<

目
玉

お
や
じ>

は
物
知
り
で
、
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
鬼
太
郎

や
そ
の
仲
間
た
ち
を
危
機
か
ら

救
い
ま
す
。
そ
の<

目
玉
お
や

じ>

が
「
オ
イ
、
み
ん
な
！
非

行
や
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

を
つ
く
る
の
じ
ゃ
」
と
呼
び
掛
け
、

「
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
」
３

か
条
を
指
差
し
て
い
ま
す
。
こ

の
３
か
条
を
指
針
と
し
て
、
明

る
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

本
年
の
中
央
行
事
の
予
定
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

　
更
生
保
護
の
日
で
あ
る
７
月

１
日
に
銀
座
の
数
寄
屋
橋
公
園

に
お
い
て
街
頭
広
報
活
動
を
行
い
、

そ
の
後
、
有
楽
町
の
よ
み
う
り

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
広
報
ビ
デ

オ
を
題
材
と
し
た
ビ
デ
オ
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。 

  

　
今
年
も
東
京
芸
術
大
学
の
御

協
力
で
、
小
中
学
生
と
保
護
者

を
対
象
と
し
た
楽
し
い
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
今
年

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
何
が

飛
び
出
す
か
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
。 

!

第
54
回
の
中
央
行
事
に
つ
い
て 

広
報
ビ
デ
オ 

主
演 

★
最
優
秀
賞（
法
務
大
臣
賞
）★ 

『
い
じ
め
に
立
ち
向
か
う
勇
気
を

持
と
う
』 

田
中
敬
子
さ
ん（
三
重
県
・
御
薗
小
６
） 

『
今
を
生
き
る
』 

砂
川
佳
穂
さ
ん（
沖
縄
県
・
与
那
原
中
３
） 

 

岩
室
清
司
さ
ん
（
55
歳
）　大
阪
法
務
局
総
括
表
示
登
記
専
門
官 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
 

表
示
登
記
専
門
官 

このコーナーでは、法
務省の仕事に携わる人
たちを毎号一人ずつ紹
介していきます。 
今回ご紹介するのは、
総括表示登記専門官　
岩室清司さんです。 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
 

人 
顔 

● 6

◆
表
示
登
記
専
門
官
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？
　

　
土
地
や
建
物
を
購
入
し
た
際
、
そ
れ
を
ほ

か
の
人
に
も
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

「
権
利
（
所
有
権
）に
関
す
る
登
記
」
と
い
う

手
続
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
土
地
や
建
物
の

大
き
さ
と
か
形
な
ど
も
登
記
さ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
「
表
示
に
関
す
る
登
記
」と
い
い
ま
す
。

土
地
の
場
合
に
は
、
そ
の
区
画
や
地
番
を
分

か
り
や
す
く
表
し
た
「
地
図
」
も
作
ら
れ
て
、

法
務
局
（
登
記
所
）
に
備
え
付
け
ら
れ
ま
す
。 

　
表
示
登
記
専
門
官
は
、
こ
の
よ
う
な
地
図

を
作
っ
た
り
、
土
地
の
境
界
に
つ
い
て
争
い

が
あ
る
な
ど
複
雑
な
ケ
ー
ス
の
処
理
に
つ
い

て
指
導
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

◆
表
示
登
記
専
門
官
の
や
り
が
い
っ
て
何
？ 

　
家
や
ビ
ル
な
ど
の
建
物
を
建
て
よ
う
と
し

た
と
き
、
そ
の
土
地
の
境
界
が
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
と
、
隣
の
土
地
の
持
ち
主
と
争
い

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
土
地
を

十
分
に
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

法
務
局
備
付
け
の
「
地
図
」
は
、
大
変
大
事

な
も
の
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
、
大

都
市
の
大
部
分
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
こ
の

よ
う
に
土
地
の
区
画
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

地
図
が
法
務
局
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
な
い

の
で
す
。
多
く
の
場
合
、
明
治
時
代
に
作
ら

れ
た
地
図
（
「
公
図
」
と
い
い
ま
す
。
）
は
あ

る
の
で
す
が
、
ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と
で
も
あ
り
、

正
確
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
正
規
の
手

続
を
経
な
い
で
宅
地
造
成
さ
れ
た
り
開
発
さ

れ
た
所
で
は
、
土
地
の
区
画
（
位
置
）
が
公

図
と
合
わ
な
い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
土
地
に
つ
い
て

境
界
を
明
確
に
し
、
正
確
な

地
図
を
作
り
上
げ
た
と
き
に

は
本
当
に
う
れ
し
く
、
大
き

な
達
成
感
を
感
じ
ま
す
。 

◆
今
後
の
抱
負
は
？ 

　
最
近
、
大
都
市
な
ど
に
お

い
て
街
の
再
開
発
を
進
め
よ

う
と
す
る
な
ど
動
き
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
土
地
の
区
画
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
地
図
が
一
部
の
地
域
に
し
か
な
い

こ
と
が
そ
の
障
害
に
な
っ
て
い
ま
す
。
都
市

再
生
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
昨
年
、
内

閣
の
都
市
再
生
本
部
が
都
市
部
に
お
い
て
積

極
的
に
地
図
を
作
っ
て
い
く
と
の
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
法
務
局
に
お

い
て
も
、
都
市
部
の
中
で
地
図
が
特
に
混
乱

し
て
い
る
地
域
を
選
び
出
し
、
こ
れ
ら
の
地

域
に
つ
い
て
重
点
的
に
正
確
な
地
図
を
作
成

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
大
変
な

作
業
で
す
が
、
法
務
局
が
取
り
組
む
重
点
課

題
の
一
つ
で
す
の
で
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

◆
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
土
地
や
建
物
の
取
引
を
す
る
場
合
に
は
、

登
記
簿
や
法
務
局
備
付
け
の
地
図
を
確
認
し
て
、

さ
ら
に
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
法
務
局
に
は
地
積
測
量
図
と
い
う
も

の
や
建
物
図
面
も
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
地
図
は
、
不
動
産
登
記
制
度

の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、

登
記
簿
と
一
体
と
な
っ
て
権
利

の
保
全
と
取
引
の
安
全
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
地
味
で
気
骨
の

折
れ
る
仕
事
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

★
仕
事
（
活
動
）
の
ヒ
ト
コ
マ  

先
日
、
土
地
を
相
続
し
た
人
か
ら
、
そ
の
土
地
を

二
つ
の
土
地
に
分
割
す
る
登
記
の
申
請
が
さ
れ
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
土
地
は
、
隣
の
土
地
と

の
境
界
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
法
務
局

に
備
付
け
の
「
地
図
」
な
ど
か
ら
正
確
な
境
界
を

復
元
し
た
と
こ
ろ
、
隣
の
人
も
納
得
で
き
る
境
界

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
仕

事
の
や
り
が
い
を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。 


